
要旨 目的：保育園年長児における寝返り動作（寝返りの所要時間）と運動能力との関連
を検討することである。方法：2保育園に通う年長児65名を対象に，文部科学省が示して
いる幼児の運動能力調査の6種目（25m走，立ち幅跳び，ボール投げ，両足連続跳び越
し，体支持持続時間，捕球），握力（左右），寝返り所要時間（右回り，左回り）を測定し，
寝返りの所要時間と各測定項目の関連を検討した。結果：寝返りの所要時間と立ち幅跳
び・体支持持続時間・両足連続跳び越しとの間に有意な相関が認められた。結論：寝返り
動作は，行動を起こす能力（立ち幅跳び，両足連続跳び越し）や行動を持続させる能力（体
支持持続時間）と関連があるが，行動を調整する能力（ボール投げ，捕球）とは関連がな
いことが示唆された。
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Ⅰ．はじめに
人の運動発達には順序があり，定頸，寝返り，座位

への起き上がり，四つ這い移動，ひとり立ちを順に経
由して歩行を獲得する1）。その中でも寝返りは，発達
における最初の移動性のひとつであり，ベッド上の移
動や背臥位からの起き上がりなど，日常生活活動の自
立には欠くことができない重要な基本動作であるため，
生涯のあらゆる段階で使用される2）。山本は，乳児期
の寝返り動作の獲得には，全身の伸展運動を行えるよ
うになった後，下肢が持ち上がるほどの十分な屈曲運
動が可能になっている必要があると述べている3）。つ
まり，寝返り動作の獲得には体幹の伸展活動（背筋群
の作用）と屈曲活動（腹筋群の作用）が不可欠といえ
る。
また，健常成人の寝返り動作においては，共通要素

として肩甲帯（上部体幹）と骨盤帯（下部体幹）の分
節的な動き（体軸内回旋）が指摘されている4）。それ
は，起き上がり時の上半身の回旋や，歩行時における
体幹の肩甲帯と骨盤帯の相反的な動きにもみられる要
素である。横山ら5）は，歩行時の肩甲帯と骨盤帯の動

きは，水平面，前額面では相反したパターン，矢状面
では同調したパターンになっており，それにより重心
移動とエネルギー消費を最小限にとどめて移動するこ
とが可能になると推察している。また，寝返りの筋活
動をみると，背臥位から側臥位までは腹筋群が作用し，
側臥位から腹臥位までは背筋群がブレーキとして作用
する2）。滑らかな寝返り動作には腹筋群と背筋群の作
用と協調的な切替えが欠かせない。さらに，腹筋群は
起き上がり時に上半身を起こし，背筋群は立ち上がり
動作の後半で上半身を起こすときや，その後の直立立
位姿勢の保持に不可欠である。
このように，寝返り動作に含まれる要素は，その後
に続く他の基本動作と深く関係している。これまで寝
返り動作に関する研究は多数なされているが，多くは
寝返りパターンの分類や寝返り動作時の筋活動，寝返
りの動作分析，あるいは寝返り動作の獲得を目的とし
た介入などの報告である。脳卒中片麻痺患者のベッド
柵使用・非使用での寝返り動作と身体機能の関連性に
ついての報告6）があるが，寝返り動作能力（寝返りの
可否，スピード，滑らかさ）と運動機能との関連を検
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討した研究は見当たらない。我々は地域在住健常女性
成人を対象として，寝返り動作と運動機能の関連につ
いて検討し，両者に有意な相関があることを明らかに
した7）。そこで今回，まだ運動発達過程途上にある幼
児においても同様に関連が認められるのかを明らかに
するため，保育園年長児を対象として寝返り動作（所
要時間）と運動能力の関連を検討することを目的とし
て調査を実施した。

Ⅱ．方 法
1．対 象
対象はＦ県Ｆ市およびＳ県Ｓ市の合計2保育園に通

う年長児74名である。測定は2022年8月下旬と9月上
旬に実施した。対象児のうち，当日の欠席者を除いた
65名（男児27名，女児38名）を解析対象とした。平均
月齢70．6±4．1か月，平均身長112．0±5．5cm，平均体
重19．3±2．8kg であった。両保育園の協力を得てこれ
まで継続して体力測定会を実施していたが，COVID‐
19の影響により今回は3年ぶりの測定会であった。な
お，測定は対象児が通園する園内で実施した。
倫理的配慮として，対象児の保護者には研究の趣旨

と内容を十分説明し，得られたデータは研究以外には
使用しないこと，個人情報の取り扱いには十分配慮す
ること，および研究の途中で拒否することが可能であ
ることに加えて，研究への参加は自由であり参加しな
くても不利益にならないことを書面にて説明し，同意
書に署名を得て研究を開始した。なお，本研究はヘル
シンキ宣言を遵守しており，西九州大学研究倫理委員
会の承認（承認番号21WZK32）を得て実施した。

2．方 法
文部科学省が示している幼児の運動能力調査の6種

目（25m走，立ち幅跳び，ボール投げ，両足連続跳
び越し，体支持持続時間，捕球）の他，身長，体重，
握力（左右），寝返り所要時間（右回り，左回り）を
測定した。各種目の実施に当たっては測定前に測定方
法を示範し，失敗した場合は再度測定した。
1）25m走は，幼児の運動能力調査実施要項に従

い，屋外の園庭で実施した。スタートの合図とともに
直走路を走り，スタートから25m地点を通過するま
での時間（秒）をデジタルストップウォッチで計測し
た8）。計測は1回とした。
2）立ち幅跳びは，幼児の運動能力調査実施要項に

従い，園舎内で実施した。両足を軽く開き，つま先を

踏み切り線の前端に揃えるように立たせ，両足同時踏
み切りで前方へ跳ばせた。足部が床についた位置のう
ち，踏み切り線に最も近い位置と，踏み切り前の両足
の中央の位置とを結ぶ直線の距離（cm）を計測した8）。
計測は1回とした。
3）ボール投げは，幼児の運動能力調査実施要項に
従い，ソフトボール教育1号を用いて屋外で実施した。
投球ラインからボールを助走なしに投げてもらい，
ボールが落下した地点までの距離（m）を計測値とし
た8）。計測は1回とした。
4）両足連続跳び越しは，幼児の運動能力調査実施
要項に従って実施した。スポンジ製の障害物（5cm
×5cm×10cm）を4．5mの距離に50cmの間隔で10個
設置し，スタートから1つずつ10個を跳び終わるまで
の時間（秒）をデジタルストップウォッチにて計測し
た8）。計測は1回とした。
5）体支持持続時間は，幼児の運動能力調査実施要
項に従って実施した。高さ70‐75cmの机を対象児の
左右に設置し，左右の台に手を置き，合図とともに腕
を伸ばして足を床から離し，両手で身体を支持させ，
再び足が床につくまでの時間（秒）を計測した8）。計
測は1回とした。
6）捕球は幼児の運動能力調査実施要項に従って実
施した。1．7mの高さに紐を張り，紐を挟んで左右1．5
mの位置に線を引き，測定者と対象児は3m離れて
相対する。測定者は，ゴムボールを1．7mの高さに設
置した紐の上を通るように下手投げで投げ，10回のう
ちキャッチできた回数を記録した8）。
7）握力は，アナログ式幼児用握力計（竹井機器：
品番：T.K.K．5825．）を使用した。測定は，文部科学
省が推奨する新体力テストの実施要項9）に従い，被験
者の姿勢は自然に開いた足幅の立位とし，上肢を身体
に付けない下垂位で，前腕回内外中間位とした。測定
は左右1回ずつ行い，その最大値を握力値として採用
した。
8）寝返りは，AIREXマット（約1000×2000×25
mm）を使用し，順不同で左右へ各1回実施した（ど
ちらから始めるかは対象児の自由選択）。検者が説明
をしながら実際に行ってみせ，対象児が方法を理解し
たことを確認した上で実施した。マット上に背臥位に
なり，上肢を肘伸展位で体側に置いた肢位を開始肢位
とした。対象児が理解しやすい言葉で「できるだけ早
く連続2回寝返る」ように指示し，所要時間（秒）を
計測した。1回目の寝返り後，2回目は1回目と反対
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方向へ寝返りを行ってもらった。計測は各1回とした。
統計処理は，各測定値の正規性を Shapiro-Wilk 検

定で確認した後，Spearman の順位相関係数を適用し
た。なお，統計解析にはR4．1．1を用い，有意水準は
5％とした。

Ⅲ．結 果
測定結果を表1および表2に示す。寝返りの所要時

間（右への寝返り，左への寝返り）との間に有意な相
関が認められたのは，立ち幅跳び（rs＝－0．42，－
0．30），両足連続跳び越し（rs＝0．35，0．27），体支持
持続時間（rs＝－0．37，－0．26）であった。また，右
への寝返りと左への寝返りの相関係数は0．69で，p＜
0．01で有意であった。25M走，ボール投げ，捕球，
握力との間には有意な相関は認められなかった。

Ⅳ．考 察
幼児の体力測定は運動能力調査として測定されるこ

とが多く，運動機能や発育発達を把握する上でも有効
な方法である。一般的に体力は防衛体力と行動体力に
分けられ，防衛体力とは外界からのストレスに対する
自動調整能力であり，行動体力とは実際に身体を動か
し行動する身体的能力を指す。さらに行動体力は，行
動を起こす能力（筋機能），行動を持続させる能力（筋
機能，呼吸・循環機能），行動を調整する能力（神経
機能），の3つに分類できる10，11）。幼児の運動能力調査
6種目についてみると，「25M走」は行動を起こす能
力および行動を調整する能力，「体支持持続時間」は
自分の体を支え引き上げる力の指標で，行動を持続す
る能力の指標，「立ち幅跳び，両足連続跳び越し」は
瞬発力の指標であり，行動を起こす能力，「ボール投
げや捕球」は自分の体以外のものを操作する操作系動

作であり，行動を調整する能力の指標，とされている10）。
今回の調査では，寝返りの所要時間と有意な相関が認
められたのは，立ち幅跳び，両足連続跳び越し，体支
持持続時間であった。一方，25M走，ボール投げ，
捕球，握力との間には有意な相関は認められなかった。
これらのことから，寝返り動作は行動を起こす能力や
行動を持続させる能力と関連があるが，行動を調整す
る能力とは関連がないことが示唆された。以上より，
寝返り動作を保育や遊びに取入れることで，行動を起
こす能力や行動を持続する能力を向上できる可能性が
あるのではないかと考える。
Scammon は20歳の時の身体各部・器官の重量を

100として，20歳に至るまでの各部（4型）の重量の
割合を発育曲線で示している12）。その中で運動神経や
手先の器用さなどに関わる神経型は，6歳の段階で成
人の90％の重量を持ち幼児期でほぼ発達が完了してい
る。そのため，神経型の発達が完成する前の幼児期か
ら学童期の期間に多様な運動を経験することが重要で
あると言われている13）。しかし，昨今はCOVID‐19の
影響もあり集団運動遊びや外遊びが減少し，室内遊び
の割合が増加し運動不足が示唆されている14）。また，
全国体力・運動能力，運動習慣等調査は小学校5年生
と中学校2年生を対象とした悉皆調査であるが，令和
4年度の結果によれば，体力合計点は令和元年度から
連続して低下しており，その主な要因として1週間の
総運動時間がコロナ禍以前の水準より少ないことの他，
マスク着用中の激しい運動の自粛も考えられている15）。
そのような状況下，寝返りは広い場所や道具を必要と
しないため，特に幼児の室内運動として保育や遊びに
取り入れることで運動不足の改善につながるとともに，
行動を起こす能力や行動を持続する能力を向上できる
可能性があるのではないかと考える。

表1 測定結果（保育園年長児，n＝65）

平均±標準偏差
右への寝返り（秒） 2．7±0．9
左への寝返り（秒） 2．8±0．8
25M走（秒） 6．6±1．0
立ち幅跳び（cm） 95．3±19．0
ボール投げ（m） 3．6±1．6
両足連続跳び越し（秒） 5．8±1．5
体支持持続時間（秒） 23．6±18．0
捕球（回） 6．3±2．4
握力（kg） 8．5±2．2

表2 寝返りと各測定項目との相関係数

右への寝返り 左への寝返り
25M走 0．10 0．06
立ち幅跳び －0．42＊＊ －0．30＊＊

ボール投げ －0．12 －0．14
両足連続跳び越し 0．35＊＊ 0．27＊

体支持持続時間 －0．37＊＊ －0．26＊＊

捕球 －0．07 －0．10
握力 －0．21 －0．01
Spearman の相関係数 ＊＊：p＜0．01，＊：p＜0．05
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今回，保育園年長児において寝返り動作と運動機能
に関連が認められたものの弱い相関であり，また対象
児も2保育園の65名であり一般化することは難しい。
さらに，寝返り動作と運動能力に関する研究自体が一
般成人を含めて極めて少ないため，今後も継続してさ
らに検討を続けていく必要がある。
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